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特に行わなかった。

③医療関係の準備（出発前の健康診断、常備薬、予防接種等）

特に行わなかった。

④保険関係の準備（加入した海外旅行傷害保険・留学保険等）

東京大学が手配してくれている保険に加入した。利用しなかったが、UC Davisも、保険の手配を行ってくれるよう
だった。

⑤プログラム参加にあたって東京大学の所属学部・研究科（教育部）で行った手続きなど（履修・単位・試験・論
文提出等に関して）

派遣先大学の概要

馬について学びたいと思っており、UCDavis は獣医学の中でも主に馬についての研究や臨床がとても有名で
あったから。また、東大での夏休みの期間とSummer Session２の期間のタイミングがちょうど良かったから。

UC Davis Summer Session 2

東京大学での所属学部・研
究科等：

農学部

カリフォルニア州のデイビスという街にある。広大なキャンパスを持ち、獣医学や農学が盛んな大学。

参加した動機

学部4

参加の準備

履修登録、学費の支払い、宿泊施設の手配などは全て自分で行うため、英語でのやり取りが必要だった。

①プログラムの参加 名でが





図書館には２４時間学習できる部屋があった。ジムは大きく、充実していた。

動物病院の診療や施設を見せてもらうことができた。

派遣先大学の環境について

①参加学生へのサポート体制（語学面・学習面・生活面・精神面でのサポート等）

学習面、生活面、精神面、全てサポートが充実していた。

②大学の設備（図書館・スポーツ施設・食堂・PC環境等）

プログラムを振り返って

①プログラムの意義、参加を通じて成長したこと、その他留学を通じての所感

ナチュラルスピードでの授業を受けたり宿題に追われたりと、日本で英語の勉強をするより真剣に英語で作業し
たため、聴く力、読む力は付いたのではないかと思う。
試験やレポートで書く必要があるため、英語を書く力も付いたと思う。
話す力は、どのような授業を履修するかで大きく変わるように思った。講義を聴く授業では話す必要が無いため、
授業自体ではスピーキング力は付かないかもしれない。少人数でディスカッションをする授業などを取れば、力
は付くと思う。また、授業や寮でできたお友達と会話するのが、一番スピーキング力が上がると思った。
また、英語力を上げるプログラムではなく、アカデミックな授業を受けるプログラムなので、履修した授業の内容
はとても興味深く、たくさんの知見を得ることができた。特にUC Davisは農学、栄養学の分野がとても大きく研究
されており、そこでの授業を受けることができたのは貴重な経験となった。

②参加後の予定

そもそもUC Davisは獣医学で有名であり、将来そこで学んでみたいと思ってこのプログラムに応募した。 Summer
Session 2 では獣医の授業は取れなかったが、獣医の教授とお話しすることができたり、診療を見せてもらうこと
ができた。卒業後は海外で学びたいと漠然と考えていたが、具体的な授業形態、生活を体験することができたの
は非常に良かった。また、進みたいコースも決まったので、そのコースに進めるよう、あと２年で準備をしていきた
いと思う。しかし、今回のアメリカでの経験に固執せず、いろいろな国に行ってもっと多様な文化を見てみたいと
思う。

③今後参加を考えている学生へのメッセージ・アドバイス

多くの親切な方々に出会えた反面、冷たくされて悲しい思いをしたこともたくさんあった。例えば施設の見学など
をお願いする場合、とりあえずいろいろ見せてください、というのでは受け入れてもらえず最初は苦労したが、具
体的に“この分野のこの研究に興味があります”などと言うと、認めてもらえるような印象を受けた。会話では相
手の発言に質問を重ねていくうちに、さらにいろいろなことを聞いたり、見せてもらうことができた。よく言われるこ
とだが、アメリカという国では自分の意思をもって堂々としていることが大切だということを、経験を通して実感し
た。

その他

①準備段階や留学中に役に立ったウェブサイト・出版物

英字新聞、大学のサイト

②その他東京大学のホームページ・出版物等に掲載してよい留学中の写真があれば添付してください。

⑥学習・研究以外の活動（スポーツ・文化活動、ボランティア・インターン、週末や長期休暇の過ごし方など）
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大学には非常に大きい図書館がありました。私は利用しませんでしたが24時間空いている自習スペースもある
ようです。パソコンは図書館内の他にも寮のサービスカウンターが入っている建物内にもあり、印刷もそこで済ま
せることができました。印刷代は自分のアカウントにチャージされ、後程請求が来ます。上にも書いたようにキャ
ンパス内には大きくて充実したスポーツ施設がありました。スターバックスなどのお店もいくつかあり、快適な
キャンパスライフを送ることができます。

④要した費用について（航空賃、授業料、教科書代、家賃、食費、交通費、娯楽費などの概算）

航空機は全部で25万円(帰りにミネソタ観光に行きました)、授業料は40万円、教科書代は1万円、寮の費用は25
万円で食費や娯楽費を含めると100万円を超えていると思います。

⑤奨学金（受給していた場合は、支給機関・支給額・見つけた方法など）

条件を満たすことができず、受給できませんでした。

キャンパス内には非常に大きいジムがあり、授業後にランニングをしに行きました。学生証を提示すれば無料で
利用することができ、充実した施設を満喫しました。週末にはヨセミテ国立公園やサンフランシスコ、バークレー
校などに観光に行きました。車が無かったため、ツアーやシャトル、アムトラックを利用して外出しました。カリ
フォルニア州には観光名所がたくさんあり、楽しめました。

派遣先大学の環境について

①参加学生へのサポート体制（語学面・学習面・生活面・精神面でのサポート等）

私はGSP(Global Study Program)というプログラムに参加していて、GSPのスタッフ4人ほどにお世話になりまし
た。出国฀䀀









図書館はかなり大きくて綺麗で、㸀










